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農業ICTクラウドサービスについてのお問い合わせは、下記へ

NEC キャリアサービス事業部
E-mail： contact@m2m.jp.nec.com
URL： http://www.nec.co.jp/library/jirei/ja-chibamidori/

農業ICT全般についてのお問い合わせは、下記へ

NEC 新事業推進本部
E-mail： info@agri.jp.nec.com
URL： http://www.nec.co.jp/solution/agri/

NEC Online TV では、「農業 ICTクラウドサービス」の導入事例を映像でわかりやすくご紹介しています。

http://jpn.nec.com/ad/onlinetv/society/agri_h.html

圃場の状況をスマートフォンで監視
蓄積したデータを分析してノウハウに磨きをかける
農法改革や農家のライフスタイル変革にICTが活躍
十分に休みが取れない、収入が不安定など農家様は様々な課題を抱えています。JAちばみどり様は、そうした課題を解
決するためICTに着目。NECとネポンが共同開発した「農業ICTクラウドサービス」を導入しました。これにより、スマート
フォンで圃場の状況を遠隔監視が可能になり、容易にきめ細かな品質管理が行えるようになった上、生活にもゆとりが生
まれてきています。また、同サービスは今後、データをもとにハウス（温室）の窓を遠隔で開閉するような「制御」、営農日
誌を蓄積したり、市況情報をリアルタイム配信するような「コミュニケーション」機能の実装を予定。さらなる成果を期待
しています。

農業ICTクラウドサービス 導入事例

ちばみどり農業協同組合 様

千葉県東部の東総地区を管内とする、ちばみどり
農業協同組合様（以下、JAちばみどり様）。豊かな
地力と温暖な気候を活かし、野菜や果物の栽培
に積極的に取り組んでいます。管内で生産され
るキュウリは高品質な上、切り口が星形、ハート
型になるように生育した商品も出荷するなど、
県内外で評判を集めています。
面積・出荷量ともに全国トップクラスを誇るJA
ちばみどり様ですが、一方で組合員の農家様は
切実な課題を抱えています。最も大きな問題が
労力と収益に関する課題です。
自然が相手の農業は、環境の変化が作物の出
来・不出来に大きく影響します。したがって、天候
など、常に作物の生育状況に気を配る必要が
あります。
例えば、ハウス（温室）で栽培する越冬キュウリ
は冬場にハウス内を温く保ち、最適な生育環境

をコントロールしなければなりません。季節の
変わり目は特に注意が必要。最適なバランスが
崩れると、せっかくの作物を台無しにしてしまう
恐れがあるからです。
こうした作物のトラブルは農家様にとって死活
問題。そのため、1日に何度も圃場に出向き、ハ
ウス内の温度や生育状況を確認します。夜間の

見回りも欠かせません。
結果、農家様は作物を守るために片時も圃場
を離れられず、休みも十分に取ることができま
せん。その一方、得られる収入は不安定な上、
必ずしも苦労に見合ったものとはいえないの
が現状です。

休みも十分に取れない上、
収入も不安定な農業の現状

導入の背景



ネポン株式会社
代表取締役社長

福田 晴久 氏
あまりなじみのない業界だったと思
いますが、NECは常に真摯に対応し
てくれました。過渡期を迎えた日本
の農業が明るくなるよう、NECと共
に活動していきたいですね。

現在、「農業ICTクラウドサービス」は、キュウリ
などを栽培する17のハウス農家様の19圃場で
利用されています。「自前で設備を持つ必要がな
いクラウドサービスなので、高額な投資が不要。
安価な月額料金で利用できます。すでに作物を
育てるのに不可欠なインフラであるとご評価
いただいています」と太場氏は評価します。
利用開始後「農業ICTクラウドサービス」は、農
家様に様々なメリットをもたらしました。
まず挙げられるのが農務の効率化です。手元の
スマートフォンでどこからでも圃場の状況をリア
ルタイムに把握できるようになった結果、見回り
の回数が減り、安心感が高まったのです。「家事
をしながらでもきめ細かな管理を行えるように
なりました。今後、制御機能などが充実すれば、
年齢を重ね、体力が衰えた際にも便利だと思い

ます。さらに、規模拡大にも役立つことから、就
農者の増加にもつながるのではと期待していま
す」とJAちばみどり 旭胡瓜部会の平野 佳子氏
は話します。
加えて、これまでは測定が難しかったデータが
「見える化」されたことによる成果もあります。
「越冬キュウリの栽培では炭酸ガス濃度が大事
な要素の1つとなります。これまでは、一般的
な学説や自分の経験をもとに調整してきました
が、炭酸ガス量を計測でき、どのタイミングで
供給すれば、どれくらい消費されるのかが見
えるようになったことで、その農法が間違って
いなかったことが裏付けられました。これから
は自信を持って栽培に取り組めます」とJAち
ばみどり旭胡瓜部会の林 孝信氏は熱を込めて
語ります。また、平野氏も「曇天の際の加温が
光合成に本当に有効だったということが、CO2
の数値データを見ることによって正確に把握で
きた」と続けます。
さらに飯嶌氏も、「温度、水分などのデータが、
点ではなく一日とか一作という長いサイクルの
中で、グラフで見られるようになった。作物がど
んな対処を必要としているかを、勘ではなく、
データの中で確認できるようになったことが大
きい。栽培にすごく利用させてもらっている」と
語ります。

今後、「農業ICTクラウドサービス」の利用が拡
大し、地域や環境、作物ごとに異なる対処法な
どを、多様かつ膨大に蓄積された数値データや
営農日誌データを分析できるようになれば、各
農家様が蓄積してきた「匠の技」ともいうべき
農法ノウハウも「見える化」できるようになりま
す。「優良生産者のノウハウを数字で客観的に
示し、共有できるようになれば安定生産や技術
の継承につながるでしょう。また、データをもと
にノウハウにさらに磨きをかけることもできま
す」と林氏は期待を込めます。
このように、ICTに着目したJAちばみどり様の取
り組みは、農業の進化に確実に貢献しています。
「過渡期を迎えた日本の農業が明るくなるよう、
NECと共に活動していきたいですね」と福田氏。
今後も両社の協力のもと、JAちばみどり様で
はICT活用を推進し、農法改革、農家様のライフ
スタイルの変革などを実現。「新しい農業」の形
を追求していく考えです。

前述したとおり、「農業ICTクラウドサービス」
は、圃場の様子を「見える化」します。「温度など
に上限・下限のしきい値を設定しておき、異常
があった場合はスマートフォンを鳴動させるな
ど、警報を出すこともできます。」と太場氏。「例
えば凍ったりすると、その日一日で作物をすべ

て駄目にしてしまうという状況もあり得ます。で
すから警報がもう死活問題となるようなすごく
重要なサービスとして、農家様から高く評価い
ただいています」と続けます。
「自分が他の仕事等でハウスに出向けない場合
も、スマートフォンで圃場の状況を確認しなが
ら、暖房機の設定や水やりタイミングなど、家族
に具体的な指示を行うことができます。安心して
外出できるようになりました」とJAちばみどり 
旭胡瓜部会 嚶嗚胡瓜組合の飯嶌 伊千良氏は
語ります。
もちろん、こうした効果は農務の効率化だけで
なく、作物の品質向上、さらには家族旅行や団
欒の時間を持てるようになるなど、農家様の生
活の「ライフスタイルの変革」にもつながってき
ています。

また、「農業ICTクラウドサービス」は、こうした
「監視」機能以外にも、「制御」「コミュニケーショ
ン」機能も実装予定です。
例えば、「制御」では、監視データをもとにハウス
の窓を開閉したり、炭酸ガスの濃度を調整する
といった遠隔制御の実現を予定。また、「コミュ
ニケーション」では、日々の営農日誌をクラウド
に蓄積しておき、その情報を元に営農指導者か
らアドバイスを受けたり、農協に出向かなけれ
ば把握できなかった農産物の市況情報、農薬
名・散布時期・散布濃度などの防除暦、天気情報
などのリアルタイムな提供を視野に入れていま
す。リアルタイムにこれらの情報を確認できれ
ば、市況情報をもとに出荷日を調整したり、防
除暦をもとに次の農薬の散布時期を決めると
いったことが可能になります。

課題を解決するためにJAちばみどり様が着目
したのがICTの活用です。ICTによって、農務の
作業効率を高めつつ、作物の品質を向上する仕
組みを実現しようと考えたのです。
具体的には、NECと施設園芸向け資材の販
売・保守メーカーであるネポンが共同開発した
「農業ICTクラウドサービス」を導入しました。
「私どもは、『収量増加』『経費削減』『単価アップ』
を実現し、農家の方に貢献できる方法をずっと
模索してきました。NECさんとの農業ICTクラ

ネポン株式会社
営業本部 営業推進部
営業推進担当部長

太場 次一 氏
今後も「監視」「制御」「コミュニケー
ション」という3つの柱を軸にサービ
スを拡張し、農家様を強力に支援し
ていきたいですね。

ちばみどり農業協同組合
旭胡瓜部会 ハート倶楽部

平野 佳子 氏
家事をしながらでもきめ細かな管理
を行えるようになりました。今後、遠
隔からの制御などが充実すれば、年
齢を重ね、体力が衰えた際にも安心
して農業を続けられます。

ちばみどり農業協同組合
旭胡瓜部会

林　孝信 氏
今後、「農業ICTクラウドサービス」の
利用が拡大し、膨大なデータを蓄積・
分析できるようになれば、そのデータ
を元にノウハウにさらに磨きをかけた
り、技術の継承も容易になるでしょう。

ちばみどり農業協同組合
旭胡瓜部会 嚶嗚胡瓜組合

飯嶌 伊千良 氏
自分が出向けない場合も、スマートフォ
ンで圃場の様子を確認しながら、暖房機
の設定や水やりのタイミングなど、家族
に具体的な指示を行うことができます。
安心して外出できるようになりました。

一方、正確なデータを収集するには、センサーの
設置場所が重要なポイントになります。「圃場の
状況は農家によって様々。広さも違えば、栽培
する作物も異なるため、センサーをどのように
設置すべきかが変わってきます。それに対し、
NECの担当者は、個々の圃場の状況を踏まえ
て、文字通り泥にまみれて、設置作業を進めてく
れました。本当に仲間として協力してくれている
ところに感動しています」（太場氏）。こうした取
り組みが正確なデータ収集を可能にし、監視精
度の向上につながっています。ウドサービスを通じてこれが実現できるので

はないかと、期待を込めて取り組んでいるとこ
ろです」とネポンの福田 晴久氏は語ります。
「まず第一歩としては、遠隔から圃場を『見える
化』するサービス。ハウス内に温度・湿度・炭酸
ガス量・日照時間・土壌温度・土壌湿度などを
計測できるセンサーを設置し、そのデータをク
ラウドに集約します。その上で、スマートフォン
などからクラウドにアクセスし、リアルタイム
に圃場の状況を把握するのです」と福田氏は
説明します。
近年、NECはM2M（Machine-to-Machine）
ソリューションの開発、提供に注力してきまし
た。モノとモノをつなぎ、様々な情報を集約。それ
を分析することで新しい知見を得たり、機器な
どの自律的な制御を可能にするこの技術は、
様々な分野に応用できる可能性があるからです。
農業もその1つ。今回、JAちばみどり様が導入した
「農業ICTクラウドサービス」の基盤にもM2M
ソリューション「CONNEXIVE（コネクシブ）」

が採用されています。
「NECはクラウドの経験が豊かで信頼できる
ことに加えて、サービス基盤からネットワー
ク、コントローラーまでをトータルに提供可
能。農家様が利用しやすいワンストップサービ
スを実現してくれました。また、農家の皆様の
声に耳を傾け、理解し、使いやすいインターフェ
イスを開発してくれるなど、真摯な姿勢にはと
ても感謝しています」とネポンの太場 次一氏
は説明します。

農業ICTクラウドサービスの概要

圃場に設置したセンサーのデータをクラウドに集約。圃場を遠隔から「監視」できる上、蓄積したデータを農務改善に役立てること
もできる。また、関係者がクラウドという共通基盤を持つことで、様々な「コミュニケーション」が可能になる。

圃場の状況をスマートフォンで監視
蓄積したデータを分析してノウハウに磨きをかける
農法改革や農家のライフスタイル変革にICTが活躍

農業ICTクラウドサービス 導入事例
ちばみどり農業協同組合 様

導入の経緯

システム概要

導入の成果と今後の展望

ICTを活用し、圃場の温度、湿度、
炭酸ガス量などを遠隔から監視

さらに広がる
農業ICTの取り組み

膨大なデータを蓄積・分析し、
培った「匠の技」を見える化

農業ICTクラウド

市況情報・防除暦
コンテンツ

各種コンテンツ営農日誌センサーデータ警　報

クラウド通信用コントローラ

遠 隔 遠 隔

営農指導者農　家ハウス

営農日誌データセンサーデータ警報データ

ハウスカオンキ 環境センサー

※本内容は2012年8月現在の情報です。


